
 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒松市民センター・八乙女地域包括支援センター・ 
黒松地区社会福祉協議会・八乙女地区社会福祉協議会 

主催 

元気アップ生活―ボッチャで健康― 

日 時：5月23日(木)10:00～ 

会 場：黒松市民センター和室 

申 込：どなたでも 

    申込不要・直接会場へお越し下さい 

〒981-8006 

仙台市泉区黒松 1-33-40 

TEL  ２３４－５３４６ 

FAX  ２１９－２０３８ 

令和元年 5月 1日発行 

 

 

   月 日(木) 
     10:00～11:30 

黒松市民センター ホール 

どなたでも 詳しくは 6月号で♪ 

第１回 

【お預かりした個人情報は、講座運営以外の目的には使用しません】 

― このセンターだよりはリサイクルできます ― 

市民センターフォーラム 
「市民センター横丁 

～あなたの・わたしの好きな仙台（まち）」 
を開催します！ 

 
日時：6/15（土）12：30～15：30 
会場：東北電力グリーンプラザアクアホール 
主催：（公財）仙台ひと・まち交流財団 

 
詳細は市民センターだより 6 月号で 

お知らせします。お楽しみに♪ 

予 告 

 

 
今年も 
やります 

ステージで！展示で！ 

日頃の成果を発表しませんか？ 

６月８日（土）１０：００～１２:００ 

＊会場 黒松市民センター ホール 

＊対象 地域にお住いの方どなたでも ５０人（先着） 

 
申込み 

4/27(土)10:00～ 

5/24(金)までに電話又は窓口で 

 

参加条件といたしまして、実行委員会（３回）設営・

片づけにご出席していただける方とします。 

ふるってご参加ください！ 

日時：９月２８日（土） 
10:00～15:00（予定） 

会場：黒松市民センター 全館・駐車場 

申込み：６月１５日（土）まで 

市民センター窓口に申込用紙があります。 

毛糸でコサージュを作りながら、おしゃべりしませんか？ 
お茶も準備してお待ちしてます♪ 
お好きな毛糸があれば、お持ちください！ 

地域の防災訓練のヒントをゲーム感覚で学びませんか。  

【全３回】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒松地区歴史散策 その10 泉区山の寺洞雲寺の石碑を読む 

 

黒松市民センター 

「活動サークル紹介一覧」を 

更新します 

５月のセンター利用ご案内 

休 館 日  7 日（火）、1３日（月）、2０日（月）、2７日（月） 

ホール個人利用日 ４日（土）、1２日（日）、1８日（土）、2６日（日） 各 13:00～16:30 

泉図書館 黒松分室開館日 ３日、10日、1４日、1７日、2１日、2４日、2８日、３１日 

                  市民センター休館日を除く毎週火曜日・金曜日（12:30～16:30） 

４月13日(土)真美沢公園西エリア

を会場に今年も桜まつりを開催

しました。季節はずれの雪が降り

桜の様子が心配されましたが、当 

日は見事な満開で、日差しも暖かく、いつまでも桜を眺めていたい陽

気となりました。お振舞いは甘酒、綿あめ、玉コンに今年はコーヒー

も加わり、地域の方と八乙女中学校のボランティア「美助っ人」が手

際よく振舞っており、ご来場の皆さんにたいへん喜ばれていました。 

また、地域の方の楽器

演奏も披露され、大正

琴と尺八の美しい音色

に耳を傾けながらの楽

しいひと時となりまし

た。 

真美沢公園元気プロジェクト 

真美沢公園桜まつり 
主催：真美沢公園を美しくする会 

黒松市民センター 

             昭和 18年に山の寺洞雲寺は全焼した。唯一燃え残ったのが石碑である。石

碑は、今摩滅して読めないが、泉市誌にその全文が漢文で掲載されていた。口語訳して読むと、《都の僧

定慧
じ ょ う え

が開山した。開山については古来よりの言い伝えがある。異人の夫婦がこの山谷に長いこと住んでい

た。夫の名は大菅谷
お お すげ や

、妻の名は佐賀
さ が

野
の

と言った。二人の容貌は若いままで老けることがなく、年齢は 20歳

ぐらいであった。慶運年間（704～706年）、都の僧定慧は、仏寺に適する場所を探してここまでやってき

た。そして、この夫婦の家に泊めてもらった。定慧は、この山谷を見てまわり、奥深く清くすがすがしい処で、こ

の地に仏寺を建てたいと思った。この地を分けて欲しいと夫婦に頼むが決してうんと言わなかった。定慧はどう

しても欲しくて何度も頼んだので、仕方なく山谷の所領地の渓谷数十里の土地を定慧に差しだした。そし

て、夫婦は、根白石の山中の岩屋に移りすんだ。峰の天辺に上ってみると、はるか四方が眺望できたし、99

の峰と渓谷からの水が一か所に集まって川となっている。この中腹には広い平らな場所がありそこは寺院を建

てた。山号を蓮華山と名付け、寺を「円通寺」と称した。もともとは異人が住んでいたので、人々は、大菅谷
お お すげ や

保
ほ

佐賀野寺とも呼んだ》とある。この石碑から、ここ黒松・七北田を含む泉区一帯には、異人たちが 500年

以上も豊かに暮らしていたことが分かる。都人に異人たちは仕方なくその土地を譲り、根白石の岩窟に移り

住んだことも分かる。この異人とはどんな人たちだったのだろう、興味が尽きない。 

 

 

 

平成 27年度 黒松市民センター主催講座 「地域の魅力を発信しよう」 受講生 加藤 恵子 

 

★お世話になりました★ 

 館長 佐々木 弘光 

     （退職） 

    亀山 ゆう 

 （富沢市民センターへ） 

    松田 八重子 

 （木町通市民センターへ） 
 

 ☆よろしくお願いします☆ 

 館長 石垣 伸樹 

 （南中山市民センターから） 

    川口 裕美子 

 （将監市民センターから） 

    大山 金俊 

（生涯学習支援センターから） 


